別紙1

第2回　四国地区治験推進連絡協議会　
参加申込みについて

本協議会はワークショップ：グループディスカッションと講演で構成されております。グループディスカッションにつきましては、以下をご一読頂き、参加を希望されるテーマの希望順位を参加申込票へご記入下さい。
必要事項をご記入の上、ＦＡＸにてお申込み下さい。
■グループディスカッションについて
治験業務を実施・支援していると、様々な疑問や問題点が発生してきます。このグループディスカッションでは、現実の業務の改善に繋がるような問題を提起し、検討を行う事を目的としています。
職種によって治験支援業務の内容は様々ですが、いくつかのテーマを取り上げ、認定ＣＲＣ等のファシリテーターとともにグループ討論形式で意見交換、研修を行います。支援の立場のみならず、治験を実施されている医師のご意見も伺いたいと思いますので、ぜひご参加ください。
　◇グループディスカッションの内容
　　①グループに分かれての検討
　　　各グループのファシリテーターとともに、司会者、発表者、書記を決定する。
　グループディスカッションのテーマについて、実際の業務の中での問題点について検討を行う。
　②検討内容についての発表
　　グループ毎に発表する。
　
◇グループディスカッションテーマ
	グループ
番号
	テーマ
	内　　容

	Ａ
	治験開始準備をスムーズに行うために―院内調整・依頼者と医療機関の役割分担―
	依頼者と医療機関が治験開始までの準備についてどのように役割分担をすればよいか、院内の調整方法について等意見交換し、自施設の改善につなげましょう。

	Ｂ
	依頼者から選定される医療機関になるために
	何を改善すれば依頼者から選ばれる施設になるのか、それぞれの施設で工夫していることや問題点を共有し、対策を検討しましょう。

	Ｃ
	治験に関わる人材育成
	背景の違う職種の集団であるCRCのキャリアアップをどのようにすすめるか、関連部署や職員の教育、医師のモチベーションアップのための取り組みなど、治験に関わる人材の育成について考えましょう。

	Ｄ
	治験に係る書類の保管・整理
	必須文書、安全性情報の取り扱いはどうしていますか?事務局の対応は一元化されていますか? 迅速・円滑な事務局業務の実現に向けて、日頃感じている問題について意見交換し、対策を検討しましょう。

	Ｅ
	その他
	上記以外のテーマをご希望の方はお知らせ下さい。

（ご希望に添えない場合もありますのでご了承下さい。）


